
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年２組の 本山 風香 さんのお礼のことば 

今日はお忙しい中、私たちのために薬 

物乱用のことや危険性などについて詳し 

く教えていただきありがとうございました。 

先生のお話を聞いて、薬物の問題は身 

近なものでだれの身にも起こるものだと 

感じました。誘惑に負けない強い気持ちを 

もって、生活していきたいと思います。 

生活委員会の取り組みで、感謝の気持ちを 

伝えたい人に宛てたメッセージをカードに記入 

して、掲示物にして紹介しました。また、各学級 

の生活委員がメッセージカードを２つ選んで、 

昼の放送でも紹介しました。いつもは口に出し 

て言えないけど、日頃思っている感謝の気持ち 

を文字で表し、放送で紹介し合うことで、みなさ 

んのあたたかな気持ちが学校中に広がりました。東風魂四訓の一つ、「感

謝の心」を意識した取り組みを有り難く思い、私もこの取り組みに感謝して 

います。私たちが生活していく上では、常にい 

ろんな方が見返りも考えずに支えてくれてい 

ます。『「ありがとう」という感謝の心』をもつ 

とともに、誰に「ありがとう」と言わなければな 

らないのか、感謝の気持ちをもたなければな 

らないのかということに気づくことができるよ 

うになりたいものです。 

９月１４日（水）に会議室からのオンライン 

で、NPO法人子どもとメディアの稗田佳子先 

生を講師にお招きして、インターネットモラルに 

ついて講演をしていただきました。様々な情報 

があふれる中、「情報と、どう付き合うか」とい 

うことがキーワードになっていました。ネット情 

報の特性を知らないと、自分の心と身体が守 

れません。情報の真意を確認して、ネットの利点を生かして活用することが

大切です。そして、人の気持ちは変わっても記録が残っていることによるトラ

ブルが発生することがあります。情報を発信することにも注意を払う必要が

あり、ネットに頼る人間関係は状況を悪化させてしまいます。よくわからない

情報に惑わされずに落ち着いて対応し、自分の気持ちは相手の顔を見て

話すことがとても大切です。稗田先生から「情報体力」をつけましょうという

お話しがありました。人の話を聞くこと。本を読むこと。新聞を読むこと。 

                        自分と違う意見を聞くこと。そうすることで、情 

報の真意や重要度が見えてくるということで 

した。スマホの使用時間と睡眠、成績、体力の 

関係もあるので、寝る、食べる、動かすという 

基本的な生活習慣を見直していくことも教え 

ていただきました。皆さんの生活を振り返り、 

改善すべきことは行動にしていきましょう。 

３年１組の 大島 想杏 さんの感想を紹介します。 

９月２６日（月）に福岡県警察本部の中央 

少年サポートセンターより、舩津大幹先生を 

講師にお招きして、１学年を対象に薬物乱用 

防止教育講演会を行ないました。少年サポー 

トセンターとは、犯罪に巻き込まれないように 

したり、社会復帰の支援を行なったりしていま 

す。本校の生徒の皆さんが、犯人にも被害者

にもなってほしくないという強い思いで、薬物の危険性や犯罪に巻き込ま

れないためには、止めてくれる友だちの存在が大きいことをお話しされまし

た。薬物にはたくさんの種類がありますが、全てに共通していることは内臓

や脳を壊してしまうこと。そして、薬が切れるとまた欲しくなる依存性が高ま

り、同じ効果を得るには量を増やさなければならないようになって、自分で

は止めることができなくなってしまいます。常習になれば幻覚や幻聴が起こ

り、不安な気持ちになったり気力もなくなったりします。考えられなくなり、繰

り返してしまう。自分の意志ではなく、身体が反応するようになってしまいま

す。そのため、薬を手に入れるお金がほしくて窃盗などの犯罪につながるこ

とも多いことを学びました。いじめや SNS などによるトラブルも含め、自分

や他の人を傷つけない。自分や他の人を大切にすることができるように行

動していく必要があることを心にとめてほしいと願います。 

９月２９日（木）に 2年生の修学旅行説明 

会を行ないました。修学旅行は皆さんが楽し 

みにしている大きな行事ですよね。中学校生 

活の中でとても思い出深いものになります。 

ですから、修学旅行の目的をしっかりおさえて 

存分に楽しんでもらいたいと思っています。 

ルールを学びながら、日常とは違う場所で新 

たに知識を広げ、集団で行動することで、個人としても成長することが大き

な目的です。今回の修学旅行先では、「国のために自身の命を捧げ、若く

して亡くなった特攻隊員の遺品などがある知覧特攻平和会館での平和学

習」「自分たちが決めた目的地に、自分たちで考えた移動手段で行動する

鹿児島市内での班別研修」「６年前の熊本地震で、現在も復旧が進めら

れている熊本城の見学」。それぞれの活動において、その意味を深く考え、

学んでほしいと願っています。今回の修学旅行が皆さんにとって忘れられ

ない良き思い出となること。そして、仲間のことを考えて行動できる姿が見

られることに期待しています。そして、皆さんの気づきや学び、感動を持ち帰

れる修学旅行になるよう、安全には最大限の配慮をして参ります。新型コロ

ナウイルス感染症が未だに心配されるところですので、みなさんも基本的

な感染対策をしっかり行って実施できるように進めてください。 

 
９月の後半は、外部の講師の先生をお招きしての学習会や生徒会

活動の取組が充実しました。コロナ禍による活動の制限が２年続きま

したが、少しずつ学校本来の教育活動を進めることができるようになっ

てきています。今後、以前と同じような活動にはならなくても、生徒たち

が満足いくものに工夫をしながら取り組んで参ります。 

インターネットは便利なところもあるけれど、危ないことが 

多いので気をつけて扱っていきたいです。誰が見るかわからない 

し、一度ネットに上げたら残ってしまうので考えて使用していきたいと思

いました。スマホを使い続けると、耳や目、首などいろいろなところに不

調が出てくるのでメリハリをつけて使っていきたいと思います。 

９月１６日（金）に文化発表会に向けて、実行委員によるスローガ
ン発表を行ないました。体育会で一人一人が輝いた素晴らしい力を
文化発表会で伸ばすために、体育会で彩った Design から創り上げ
る Make へと、みんなで明るく、楽しく、あたたかな（Sun）発表会
（Live）にしようという意味を込めて全校生徒に投げかけてくれまし
た。ひとつの行事を完結させるのではなく、次の行事へとつなげ高め
ようとする取り組みに感謝するとともにみなさんの成長する姿に期待
しています。赤青のブロックに分かれて、それぞれのスローガンと意気
込みを紹介しました。現在、音楽の授業をはじめ、昼休みや放課後に

校舎中に歌声が響いています。日に日に上達して、心を合わせた唱
が聴く人たちの心に染み入っています。発表会がとても楽しみです。 

文化発表会 スローガン 

Make Sun Live 
～みんなが奏でる全力ステージ～ 

赤ブロック スローガン 

輝 
～自分だけのストーリーを～ 

青ブロック スローガン 

一億一心 
～一人一人が輝ける 思い出に残る～ 

回覧用 


